
 

 

新型コロナウイルス感染防止のための学級行動基準 

                                   天童中部小学校 

＜家庭・登下校＞ 

１．毎日 登校前に体温を計ってから登校する。（健康チェックカードに記入） 

※３７．５度以上ある場合は、登校せず医療機関に受診する。 

※カード忘れ、検温忘れは、保健室で測る。（８：３０まで） 

２．登下校はマスクをして、ソーシャルディスタンスをとる。   

（周りの人と十分な距離をとっていれば外してもよい） 

 

＜教室環境＞ 

１．必ずマスクを着ける。（予備のマスクをランドセルに入れておく） 

２．机を離して、密接しないように前を向いて座らせる。（３密を避ける） 

３．自然に換気ができるように、教室の窓と廊下側の高窓・ドアを少し開け、サーキュレーターを

使用する。 

４．教室の換気を授業が終わる毎に行う。（５分間 窓とドアを開ける） 

５．教室の湿度をあげる。（50～60％）（加湿器・濡れタオルを干すなど） 

６．放課後、ドアの取手、スイッチ、蛇口、トイレの取手やレバーなど、子どもがよく触る所をア

ルコールで１日１回は拭く。（各クラスにアルコールを配付） 

 

＜手洗い・給食＞ 

１．石けんでの手洗いをこまめにする。（ハンカチも忘れずに） 

２．給食前は、念入りに石けんで手を洗い、その後、手指の消毒をする。 

※手に深い傷や皮膚症状がある児童は、手指消毒は控える。（各クラスに消毒配付） 

３．給食はグループを作らず、机を離し密接しないように前を向いて食べる。 

４．配膳や後片づけは密にならないように、順番で行う。 

 

＜休み時間＞ 

１．休み時間は、他の教室に出入りしない。 

２．休み時間は、できるだけ外で遊ぶ。体育館やさんさんホール、図書室など室内で密集・密接し

ないようにする。（曜日で学年を割り当てる） 

 

＜その他＞ 

１．合唱や鍵盤ハーモニカ・リコーダーの演奏後はティッシュにアルコールを含ませて拭く。 

２．調理実習等の会食を伴う活動は行わない。 

３．体調の悪い人は，早めに担任に申し出る。 

４．マーチング練習は行わない。 

 

学級指導よろしくお願いします 



 

 

新型コロナ感染防止のために 

１．毎朝 体温を計ってきます。                 天童中部小学校 

（朝の健康チェックカードを出します。） 

 

２．できるだけ､マスクをします。 

（せきエチケットを守ります。） 

 

３．石けんで､すみずみまで手を洗います。（ハンカチも忘れずに） 

特に給食の前は､手指の消毒もします。 

 

４．机をはなし､黒板の方を向いて座ります。 

給食も同じように座り､机を合わせず食べます。 

 

５．友だちや先生と話すときは､間をあけて話します。（約２ｍ） 

  これを「ソーシャルディスタンス」と言います。 

 

６．自然かんきができるように､教室の窓と廊下側の高窓を開けておきます。 

 

７．授業と授業の間にかんきをします。（５分間かんきをします。） 

 

８．休み時間は､ほかの教室に入らず､できるだけ外で遊びます。 

 

９．十分なすいみんとバランスのとれた食事をとります。 

 

10．体調が悪い人は､早めに担任の先生に言います。 



※一人一人の行動が感染防止となります。 
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